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１．調査の目的 

市内バス路線網の利便性向上を図ると同時に、利用者数の増加と収支の改善に向け、乗合旅客

自動車運送事業の最適化を検討するにあたり、基礎資料となるバス利用者の移動状況を把握する

ことを目的に、「路線バス動態調査」を実施します。 

 

 

２．令和２年度路線バス利用者動態調査（案）の概要 

（１） 路線バス利用者の移動状況の把握 

調査目的 

各路線バス利用者の移動状況（乗車バス停と降車バス停、移動目的等）を調査することで、各路

線の旅客流動を把握することを目的とします。 

 

調査対象 

・新幹線市街地線 乗車客 

・南北循環線 乗車客（通勤退勤時間帯を除く） 

※ 令和３年度 調査実施路線（予定）：愛本コミュニティタクシー、デマンドタクシー 

令和４年度 調査実施路線（予定）：新幹線生地線、生地循環線、石田三日市線、池尻線 

 

調査方法 

・バス車内での手渡しによる調査票の配布 

・バス車内での調査票の回収（状況に応じ郵送により回収） 

 

調査日程 

・令和２年９月～10月のうち平日の１日を選定する予定（コロナ禍の状況を勘案） 

 

調査項目（案） 

・利用バス停（乗車、下車） 

・出発地・目的地 

・利用目的 

・その他 
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（２） 市民全体の移動状況の把握 （令和元年度市民アンケート調査を活用） 

調査目的 

令和元年度に実施した市民アンケート調査の一部（「問２ あなたのおでかけや行動の状況につい

てお尋ねします。」）を活用し、市民全体の移動状況（居住地と目的地との関係、自動車を含めた交

通手段の使用状況、移動頻度、移動目的）を把握することを目的とします。 

 

調査対象 

・（令和元年度市民アンケート調査） 

黒部市に居住する 15歳以上の市民のうち年代別で無作為に抽出し回収したもの（回収数 855票） 

 

調査項目 

・おでかけ目的※ごとの「頻度」、「時間帯」、

「交通手段」、「目的地」（、「居住地」） 

※ おでかけ目的 

・通勤、通学 

・買い物・銀行（最寄品） 

・買い物（買回品） 

・通院・通所 

・公共施設 

・旅行 

・趣味・娯楽 

・知人等への訪問 

・その他 


